


理事長挨拶 役員・担当委員

■顧問
　上田　文雄	 札幌市長
　垣添　忠生	 日本対がん協会会長
　北川　知行	 ㈶癌研究会癌研究所名誉所長
　小林　幸雄	 大鵬薬品工業㈱特別相談役
　末舛　恵一	 国立がんセンター名誉総長
　菅野　晴夫	 ㈶癌研究会顧問
　杉村　　隆	 国立がんセンター名誉総長
　高桑　栄松	 北海道大学名誉教授
　高山　昭三	 高松宮妃癌研究基金理事長
　丹保　憲仁	 北海道大学名誉教授
　富永　祐民	 愛知県がんセンター名誉総長
　横路　孝弘	 衆議員議長

■理事長
　小林　　博	 北海道大学名誉教授

■副理事長
　髙橋　隆司	 北洋銀行元副頭取
　細川真澄男	 北海道大学名誉教授

■理事
　秋田　弘俊	 北海道大学教授
　浅香　正博	 北海道大学教授
　岡田　　太	 鳥取大学教授
　髙後　　裕	 旭川医科大学教授
　佐藤　昇志	 札幌医科大学教授
　髙田　賢蔵	 北海道大学教授
　谷口　直之	 大阪大学教授
　千葉　逸朗	 北海道医療大学教授
　西尾　正道	（独）北海道がんセンター院長
　野口　昌幸	 北海道大学教授
　畠山　昌則	 東京大学教授
　浜田　淳一	 北海道大学准教授
　半田祐二朗	 北海道医療大学教授
　平田　公一	 札幌医科大学教授
　細川　正夫	 恵佑会札幌病院理事長
　山下　幸紀	 札幌市職員共済組合
	 健康管理センター健診所長

■監事
　関川　峰希	 ㈱北洋銀行常務取締役
　樋爪　昌之	 樋爪公認会計士事務所所長

■国際がんシンポジウムプログラム委員
　谷口　直之	 大阪大学教授
　石川　冬木	 京都大学教授
　上田　龍三	 名古屋市立大学教授
　清木　元治	 東京大学医科学研究所所長
　瀬谷　　司	 北海道大学教授
　野田　哲生	 ㈶癌研究会癌研究所所長
　畠山　昌則	 東京大学教授
　東山　繁樹	 愛媛大学教授
　宮園　浩平	 東京大学教授
　若林　敬二	 静岡県立大学客員教授

■広報委員
　細川真澄男	 北海道大学名誉教授
　秋田　弘俊	 北海道大学教授
　岡田　　太	 鳥取大学教授
　千葉　逸朗	 北海道医療大学教授
　ニコルス　ピーター 
	 ㈱サンエス・マネジメントシステムズ
　半田祐二朗	 北海道医療大学教授

■評議員議長
　福田　守道	 札幌医科大学名誉教授

■評議員副議長
　石林　　清	 北海道教育文化協会顧問
　仙道富士郎	 山形大学名誉教授、前学長
　長瀬　　清	 北海道医師会会長

■評議員
　石川　睦男	 アイ・ウィミンズクリニック
	 理事長・院長
　岩崎　輝明	 食と健康財団理事長
　及川　恒之	 北海道医療大学教授
　大田すみ子	 北海道医療大学客員教授
　大塚　榮子	 北海道大学名誉教授
　加藤　欽也	 昭和交通㈱代表取締役社長
　金井　重博	 富士メガネ名誉会長
　光地　勇一	 札幌中央アーバン㈱社長
　後藤田栄貴	 後藤田医院院長
　小林　正伸	 北海道医療大学教授
　白𡈽　博樹	 北海道大学教授
　須賀　俊博	 豊和会札幌病院院長
　杉下　清次	 杉下清次公認会計士事務所
	 所長
　武市寿美代	 がん患者家族代表
　田中　　宏	 田中宏法律事務所所長
　土田　保穂	 土田企画㈱代表取締役
　土橋　信男	 函館大学教授
　中村　惠子	 札幌市立大学副学長
　新川　詔夫	 北海道医療大学学長
　西村　昭男	 アグリエ工房イタンキ㈱
	 代表取締役
　丹羽　祐而	 ㈱丹羽企画研究所代表取締役
　秦　　温信	 札幌社会保険総合病院院長
　樋口　晶文	 札幌市医師会副会長
　藤本征一郎	 北海道大学名誉教授
　星野　恭亮	 旭イノベックス㈱代表取締役
　守内　哲也	 北海道大学教授
　山下　徹郎	 恵佑会札幌病院上席副院長
　山田　雄次	 大鵬薬品工業㈱顧問
　吉田　晃敏	 旭川医科大学学長
　和田　壬三	 和田法律事務所所長

■冬季がんセミナープログラム委員
　細川　正夫	 恵佑会札幌病院理事長
　秋田　弘俊	 北海道大学教授
　磯部　　宏	 KKR 札幌医療センター
	 腫瘍センター長
　大崎　能伸	 旭川医科大学教授
　笠井　正晴	 札幌北楡病院名誉院長
　加藤　淳二	 札幌医科大学教授
　高後　　裕	 旭川医科大学教授
　近藤　　哲	 北海道大学教授
　近藤　征文	 JA 札幌厚生病院前副院長
　白𡈽　博樹	 北海道大学教授
　塚本　泰司	 札幌医科大学教授
　西尾　正道	（独）北海道がんセンター院長
　平田　公一	 札幌医科大学教授
　福田　　諭	 北海道大学教授、病院長
　森　　　満	 札幌医科大学教授

■事務局
　及川　智江

公益財団法人札幌がんセミナーの主な活動内容内閣府所管 公益財団法人札幌がんセミナーの主な活動内容

札幌 国際がんシンポジウム の開催 札幌 冬季がんセミナー の開催

海外における調査研究事業 がん啓発・予防事業

会　　期：1981 年以降、毎年 6 〜 9 月
場　　所：主に北大構内の学術交流会館、ほか随時札幌以外の国内外
主　　催：単独主催か共催・主にがんの基礎研究分野
登　　録：事前登録が必要
使用言語：発表・抄録ともに英語

国際がんシンポジウムは当財団の代表的な企画で
国内外から多数のがん研究者が参加されます

冬季がんセミナーはがんの臨床的テーマの講演と討論に
全国から多数の関係者が参加されます

会　　期：1987年以降、毎年2月、さっぽろ雪まつり期間中の土・日曜日
場　　所：ホテルロイトン札幌
主　　催：大鵬薬品工業㈱との共催・主にがんの臨床研究分野
登　　録：登録不要
使用言語：日本語（非専門の市民の参加も可）

■スリランカにおける調査研究
　「病気予防は幼少期から」をモットーにスリランカ南部州の 4 つの小
中学校の子ども達を対象に 10 年にわたる調査研究と健康教育を実施
しています。子ども達の登校率の上昇のほか、地域の喫煙率の低下
など大きな成果を上げています。飲酒量の減少、家庭内外の清潔化
など目に見える改善が進んでいます。

■海外における国際研究集会
　2000 年から 4 年ごとにシンポジウムをコロンボにて開催。専門家
のほか関心のある市民も参加。現地の英字新聞にも紹介され大きな
反響をよびました。
　また、札幌国際がんシンポジウムに参加の学者、およびその所属
機関と常時交流に努めるほか、世界各国のがん死亡の実態調査、情
報収集とその提供などを行っています。

■がん相談
　がん患者ご自身、あるいはその
ご家族との面接相談を事務所にて
行っております。1 件あたり 30 分
から 1 時間です。予め電話予約を
お願いします（011-222-1506）。
　がんに悩む方々、そのご家族の
ご来訪をお待ち致しております。

■市民啓発
　市民講演会は過去にも開催して
おりました。その後一時中断しま
したが、2010 年から道新文化セ
ンター、北海道文化放送 uhb 大学
と の 3 者 共 催 で「 が ん 特 別 セ ミ
ナー」を開催しております。がん
の各分野の最新の話題を中心に毎
年春、数日にわたってシリーズと
して定期開催しています。
　単なる講演会ではなく、市民が
演者と一緒に考えることで、賢く
がんに対応していこうという趣旨
のものです。

北海道大学名誉教授

小林　博

　「がん」はわれわれにもっとも身近な問題であ

ります。がんで悩み苦しむ人も少なくありませ

ん。この「がん」の問題をなんとか解決したいも

のです。

　1979 年、私は、米カリフォルニア州サンタバー

バ ラ で 開 か れ た 冬 の The Gordon Research 

Conference に出席しました。ゆったりとした日

程で学問的に自由闊達に討議する会議の在り様

に深く共感し、わが国にも同様の雰囲気の中で

自由にがん研究の意見交換ができる場を設立し

たいと考えておりましたところ、杉村 隆先生（国

立がんセンター名誉総長）のお勧めと、山崎武夫

先生（故人・北海道医師会長）のご支援を受けて

1981 年夏にようやく実現の運びとなりました。

　それが札幌国際がんシンポジウムの始まりで

した。会議は毎年原則的に札幌で開催され、既

に 30 年の歴史を持ちます。

　また、1987 年にはもっと身近な、がん患者の

臨床的な課題を討論する札幌冬季がんセミナー

も始まりました。以降、年に 2 回の会議を開催し

ております。

　しかし、がんへの対応は時代とともに変わっ

てきました。当財団の使命も新しい時代のニー

ズにこたえていかねばなりません。学術的な企

画に限らず、がんの予防・啓発事業の一環として

がん相談なども行うようになりました。すべて

がまだまだこれからと思います。皆様のご理解

とご声援を心からお願い申し上げます。


